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は　じ　め　に

43

18世紀初頭,イタリアのクリストフォリ(1650-1731)によって発明されたとされるピアノとい

う楽器は,古典派,ロマン派音楽の発展とともに改良されてきた｡ 20世紀には,ほぼ現在と変わら

ない楽器が登場し,ピアノ演奏法も,それにふさわしいさまざまな表現が可能となった｡今回取り

上げるのは,フランスが生んだ偉大な作曲家,ラヴェル, Maurice Ravel (1875-1937)のピアノ

作品の演奏法についてである｡ラヴェルは,同じフランスの作曲家,ドビュッシー,とともに近代

フランスの双壁と呼ばれ,二人ともこれまでにはない新しい音の世界を生み出した大作曲家である｡

ラヴェルはオーケストラ作品でも新しい境地を開いて, ｢音の魔術師｣と言われている｡その｢音

の魔術師｣と言われるラヴェルのピアノ作品を演奏するには,古典派やロマン派など従来の演奏法

にはない複雑なタッチやペダリングが要求される｡筆者は10数年前より,ラヴェルのピアノ作品に

魅せられ,演奏研究をしており,公開演奏も行った｡その中で体感したことをここで述べてみたい｡

ラヴェルのピアノ作品の演奏法については,ラヴェルの愛弟子で,現在も活躍中のピアニスト,ヴ

ラド･ペルルミュテール氏の対談集が一冊の書となっている｡氏は,ラヴェル本人より直接に師事

しており,微に入り細に入り教えを受けている｡この対談集は,そのラヴェルの教えをあまねく紹

介していて,ラヴェルの作品を演奏する上でなくてはならない絶対的な書となっている｡ラヴェル

の作品の真の姿を伝えていると言っても過言ではない｡ここでは,もちろんその書を参考にして,

演奏の際に直面する問題,とりわけタッチやペダリングなど技術面の問題について考察してみたい｡
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そのとき,できるだけ楽譜をあげて説明するべきなのだが,紙面の制約もあり,必要最小限にとど

める｡なお,文中に現れるページ番号や段,小節番号はラヴェルの版権をもっているフランスの出

版社,デュラン社の楽譜のものである｡

ヰクープランの墓　LeTombeau deCouperin

この作品は1917年の作品で,この奇妙な題名は,バロック時代のフランスの大作曲家,フランソ

ワ･クープランの作風を模倣しようとしたものである｡ 6つの組曲からなり,ラヴェルがそれぞれ

第1次世界大戟で戟死した友人の冥福を祈って書かれた作品である｡典雅な小品が揃っていてピア

ニスティックな第2曲目｢Fugue｣と第6曲目｢Toccata｣を除いて,オーケストラにも編曲され

ている｡第6曲｢Toccata｣を除いて,俗に言うメカニック的なテクニックの難しさはない｡楽譜

を普通に見ただけでは,ピアノテクニックの発達した現代では難曲には見えない｡だが,楽譜に書

かれた音を一昔一昔,その曲にふさわしい音色にコントロールして演奏するのは,至難の技である｡

普通のタッチでは,とてもこの曲の持つ繊細極まる響きは出てこない｡そこに技の世界があるので

ある｡そのことについて細かく考察してみよう｡

第1曲　Pre山de

最初から最後まで, 16分音符が休みなく珠をころがすようにつながっている｡まずこの16分音符

のタッチが非常に難しい｡軽やかに,一つ一つの音を鋭く,･しかも音の粒が揃っていなければなら

ない｡チェンバロのような響きを出すのである｡そのためには,ピアノのハンマーが弦に触れる時

間をできるかぎり短くしなければならない｡しかもハンマーは素早く,鋭く動かす｡音量は大きく

なり過ぎないように｡ハンマーの動きが鈍いと,ただ弱々しい音しか出ない｡弱々しい音と弱くて

も明瞭な音とは全く別のものである｡
～

これを実現するために,筆者は指を伸ばして演奏する｡指を適当に曲げて弾くのは,ピアノ演奏

の基本であるが,この場合,指を曲げては,余分な重みがかかってしまう可能性が高く,音の粒を

限りなく細かくするのは至難の技である｡ハノンのような指の練習曲のように音が太くなってしま

う危険性がある｡そこで指を伸ばして,指をよく上に上げて,鞭のごとく鋭くほじくように演奏す

るのである｡ (語例1)
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練習方法としては,極めてゆっくり,例えば筆者は♪　　位から始まる｡ただ漫然とゆっく

り弾くのではなく,ハンマーが弦に当たる瞬間を指の先で感じられるようになるまで行う｡その瞬

間を感じた瞬間,針で突くかのように突き放す｡そしてすぐに力を抜く｡少しでも鍵盤を押さない

よう気をつける｡一昔一昔それができるようになるまで,速度を上げないことが大切である｡コン

トロールのできていない音でいくら速く弾けても無意味なことである｡これは,極めてデリケート

な練習であり,大変な集中力が要求される｡はじめは音が鳴らなかったり,強すぎたり,多くの失

敗をするが,だんだんと普通のタッチとこのタッチの違いが理解できるようになってくる｡このタッ

チを習得してしまうと,いいかげんに速く弾く気がしなくなる｡

ペダルは踏み過ぎないようにするのが良い｡ペダルをたっぷり踏んで,ドビュッシーの音楽の特

徴のように,もやのような効果を出す誘惑にかられるが,これは間違いである｡この曲はあくまで

も古典音楽として扱わなくてはならない｡クープランのチェンバロ曲のように,あくまでもかろや

かにエレガントに演奏する｡それには,昔が混じり過ぎないように注意する必要がある｡例えば語

例1では, 1小節目と3小節目の左手にあるスラーのついたEの音が少し残る程度にほんの僅かだ

けペダルを踏み,右手の16分音符は,お互いが混じり合わないようにしなければならない｡全体的

に少し触れる程度のペダルが良い｡

語例2では左手に二声の旋律が現れる｡この二本の旋律はそれぞれ違う音色で弾き分けなければ

ならない｡上の方を下より明瞭に弾く｡それには,下の旋律を弾く鍵盤より上の旋律を弾く鍵盤の

方を鋭く動かす｡そのためには,手の重心を上の旋律に乗せるためそちらに少し傾ける｡こうすれ

ば余分な力をかけずに音色を弾き分けることができるも　ピアノという楽器は余分な力をかけると,

音が死ぬのである｡うまく重心の移動を利用するいわゆる｢重量奏法｣が大切である｡
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譜例2

語例3や4では,旋律を木管楽器のように響かせる｡ここでも指は伸ばしたまま,腕の重みも利

用して確実にハンマーが弦をたたく瞬間をとらえ,決して鍵盤を押さえ込むことなく,伸びのある

音でしかもレガートで弾く｡装飾音も指を伸ばしたまま,上に跳ね上げて軽く弾く｡薬指,小指を

使用するパ.ッセージは指そのものが弱く動きにくいのだが,他の指を上に跳ね上げる反動を利用す

れば,指を痛めることなく弾くことができる｡とにかく指にいかに余分な力をかけずに弾くかがこ

つなのである｡
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譜例3
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語例5でも左手は多声的にそれぞれ音色を変えて弾かなければならない｡ここでも重心のかけ方

で音色を変える｡理論的にはそうなのだが,実際に満足のできる響きを創り出すのは,かなりの訓

練が必要である｡縦の音のバランスにも注意をはらわなければならない｡そう考えると,楽譜は簡

単に見えるが,実は非常に難しい個所だということがわかる｡

譜例5

中間部からは,さまざまな調性を経て語例6の頂点に達し,その後水が一気に流れ落ちるような

部分は実に見事である｡あたかも絵画のように多彩な音色を弾き分けることが大切である｡
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譜例6

語例7は噴水の水が吹き上がって,そこに太陽の光が当たってキラキラしているのが見えるよう

なイメージを持つことが大切である｡最後のトレモロは手首の振動を使って弾く｡ >するに従っ

てその振動を弱めていく｡ペダルはくとともに深く踏み込み>とともに減らしていく｡最後は

少しだけ残したペダルをゆっくり,ふっと消えるように離す｡
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第2曲

この曲は,たった4つの音でできた主題を展開して,三声のフーガを構築している｡譜例8に見

られるアクセントと短いスラーというリズムがこの曲の特徴である｡このリズムはさまざまな箇所
′~ヽ

に現れる｡難しいのは,どの場所に現れても'Ljのアーティキュレーションを守らねばならないこ

とである｡スラーの終わりにスタッカートがついているが,ここで必ず音の力を抜く｡指の力を上

方向に抜かなければならない｡これが難しいのは語例9の2, 3小節目のような場合である｡ソプ

ラノは音の力を抜き,アルトは抜かない｡そしてバスにはアクセントがついている｡三つの声部が

それぞれ全く違う弾き方をしなければならない｡特にソプラノとアルトは同じ右手一本で弾くとい

う非常に難しいテクニックなのである｡しかも, ∩と用のように割り切れないリズムを同時
-3一

に弾くというテクニックも必要になる｡要はソプラノ,アルト,バスがそれぞれ独立して,あたか

も3本の手で弾いているように聞こえれば良いのである｡フーガという曲は,何回も何回も主題が

現れ,その部分は主題の登場をはっきり聞こえるように弾くのだが,その他の声部は弱くなり過ぎ

ないようにする｡バランスが大切である｡このテクニックを習得するには,やはりJ�"S�"Bachな

どのフーガの演奏をマスターする必要がある｡それぞれの声部を独立させ,しかも縦のハーモニー

にも気を配る｡そういう脳が3つも4つも必要ではないかと思われるテクニックが必要なのである｡

Allegro nlodorato
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この曲には音楽の山が二つある｡最初は8ページ目の2段目(語例10),この部分は明るい音で

朗々と表情たっぷりで弾く｡この部分を過ぎると一旦静かになるが,また溢れる情熱を抑え切れぬ

かのように, 9ページの3段目(語例11)に向かって盛り上がる｡非常に表情豊かな曲であると同

時に,曲の構築性も重要なポイントと言える｡
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譜例10
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譜例11

第3曲　Forlane

Forlaneは,北イタリアを起源とする舞曲で8分の6拍子の附点のリズムが特徴である｡この曲

ではrTlのリズムが終始一貫続いている｡このリズムをうまく弾くかどうかで曲の性格が決まる｡

決して重くならないように,特に附点の尻っばを装飾音のように指を跳ね上げて弾く｡あくまでも

軽く,酒落たリズムで弾く｡この場合も筆者は指を伸ばしたまま,ハンマーが弦に余分な力をかけ

ないように注意する｡ハンマーが弦を鞭のように鋭くほじく感覚で弾くのである｡楽譜にあるリピー

ト記号は全部実施する｡一見単調のようであるが,メランコリックな所あり,陽気な所ありで全く
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退屈することはない｡一つ一つ変わり行く酒落たハーモニーをバランス良く響かせることも大切で

ある｡　(

12ページの3段目からは,雰囲気が変わる｡ (語例12)
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譜例12

ここでは,一番上の旋律を特にはっきり弾く｡そのために,重心をすべて上の旋律線に乗せる｡

そして旋律線の音の鍵盤を鋭くほじく｡その他の音は鍵盤を浅めにそっと弾く｡そうすることによ

り旋律が立体感を持って浮かび上がってくるのである｡右手を少し右に傾けると良い｡筆者は鳥の

鳴き声のように響かせる｡フルートの響きを想像して弾く｡ 14ページの3段目(語例13)も同じよ

うな奏法だが,ここは金管楽器のファンファーレのように弾く｡前の部分よりますます鋭く,鍵盤

が波打つぐらいほじくことが必要である｡
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譜例13
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譜例14

譜例14の2小節目で,一応曲は終わる｡その後はコーダーで名残りを惜しむかのように弾く｡決

してテンポを慌てないように,たんたんと弾く｡ここで慌ててしまうと今までの演奏が無駄に聞こ

えてしまう｡筆者もそういう失敗を何度もした｡音源が徐々に遠ざかって行くように弾くことを現

在は心がけている｡最後は遅くしないでふっと消えるように潔く終わる｡

第4曲　Rigaudon

Rigaudonは,フランスのプロヴァンス地方を起源とする舞曲である｡田舎の農民のお祭りで,
■       ●●

踊るような感じをもっている｡Iitiのリズムを基本にしている｡奇数番目の音はずしっと重く,

偶数番目の音は軽く弾く｡このリズムを大切にあまり速すぎないように弾く｡拝の部分は金管楽

器のように,鋭いタッチで弾く｡実際ラヴェル自身によるオーケストラ編曲版では,トランペット
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が使われている｡ラヴェルのオーケストラ作品独特の金管楽器の明るさをここでは表現したい｡譜

例15では,筆者は一番上の音よりも一番下の旋律の方を大きく鞭のように鋭く弾く｡普通の演奏と

逆であるが,いろいろ試行錯誤した結果,この方法がより金管楽器のような響きになると思う｡
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譜例15

譜例16では一転して可愛らしい響きにする｡できるだけ繊細に,上の旋律を浮き出させる｡オル

ゴールのような響きを出す｡
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語例16

中間部は突如,静かで民族的な音楽になる｡左手はギターのようにほじく｡右手は指の腹を使っ

て庄弾する｡ギターの伴奏で木管楽器が独奏しているように弾く｡ (譜例17)この部分は同じラヴェ

ルのピアノ協奏曲　ト長調の第2楽章によく似ている｡ (語例18)
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譜例17
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譜例18

右手のメロディは,多少テンポ･ルバートして演奏するが,左手のリズムは崩さないようにする

ことが大切である｡他の作曲家の作品でもそうなのだか,テンポ･ルバートは基本的なリズムを崩

してはならない｡語例19と20とでははっきり違う音色にする｡ 19では左ペダルを底まで踏み込みで

きる限り暗い響きを出す｡ 20では左ペダルを離し,雲間から陽光が差したように明るく弾く｡しか

しすぐにまた憂いを帯びた旋律が続く｡旋律は長いフレーズに注意して,決して鋭い音ではなく,

静かに鍵盤を指の腹で圧すように弾く｡同時に奏する伴奏は,ギターのようにほじくように弾く｡
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譜例20

中間部のペダルは決して踏み過ぎないようにする｡ギターの余韻のような響きをだすために,ハー

フペダルよりさらに少なめのペダリングが良い｡

中間部が憂いを持って終わった後,曲は突如最初の主題が現れ華やかな雰囲気を持って終わる｡

第5曲　Menuet

これは古典的なメヌエットで,中間部にミュゼットを置いている｡室内楽のように静かな雰囲気

を持っている｡レガートに注意することが大切であると同時にフレージングの非常に難しい曲であ

る｡ややもすると単調になってしまうのである｡レガートは相当慎重に行わなければならない｡指

を平べったくして,音を立てないように,慎重に指で音をつなぐのである｡一見和声的な音楽のよ

うに見えるのだが,実は多声的な構造になっている｡例えば語例21の左手のスタッカートの部分や

4-6小節目の部分,最初のスタッカートは薄くペダルをかけたまま,余韻を残すように弾く｡指

は短く音を切るが,ペダルによって音はつながる｡
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譜例21
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譜例22
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譜例22の左手の四分音符は低弦楽器のピチカートのように弾く｡スタッカートがついている所は

なおさら強くピチカートするように弾く｡
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譜例23

フレーズの切れはできる限りていねいに,切り過ぎないように,しかしつなげないようにする｡

長いフレーズと短いフレーズがはっきりわかるように弾けば,単調になることはない｡

語例23は中間部のミュゼットである｡この部分は少しもやがかかったように少しペダルを長めに

使用する｡バスにずっとGの音が鐘のように荘厳に鳴り響いているという感じが大切である｡ペ

タルテクニックの難しい所であるが,踏み加減は自分の耳で調節するしかない｡タッチは鍵盤を指

が滑るように,鐘の音であるバスのGの音は,腕を投げつけるように弾く｡徐々に<して徐々

に>する｡再現部に戻ってもしばらくはバスのGの音が鳴り響いている｡ (譜例24)そしてふっ

と消える｡その辺の演出は興味深い｡演奏者は構成感を持って弾かなければならない｡

譜例24

再現部からは終わりに向けて少しずつテンポを落としていく｡それはわざとらしくなく行われな

ければならない｡語例25では,左手がハープの伴奏のように細かくほじいて,右手の旋律をたっぷ

り歌う｡この曲で最も美しい所である｡最大の神経を集中して,水晶のような澄み切った響きを出

す｡最後のトリルはヴイヴラートのように手首の振動だけで弾く｡そしてペダルをゆっくり上げて

音が自然に消えるように弾く｡
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語例25

第6曲　Toccata

この華々しい曲は,演奏するにおいても非常に難度の高いテクニックが要求される｡終始16部音

符の連続で,同音連打も多い｡この困難をいかに克服するかが鍵になる｡

譜例26では右手の和音が非常につかみにくい｡指番号は2,3,4,5,を使用するのだが,指を

伸ばして斜めから和音に近づき,向こう側-指を跳ね上げるように弾く｡そうしないと,黒鍵が邪

魔になってこのスピードではとても弾けない｡語例27では次のように右手と左手を入れ換えると良

い｡
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譜例27

24ページにあるペダル記号は浅く踏むのが良い｡ 3回出てくるが,筆者は3回目のみペダルをたっ

ぷりと踏む｡

譜例28でも次のように右手と左手を入れ換えると良い｡
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語例28

この曲は和音が非常につかみにくいつが,打鍵する方向を垂直に当てないことがこつである｡向
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こう側に跳ね上げるか,手前に跳ね上げるかするとうまくいく｡それから,同音連打は一昔一昔指

を変えるか,右手と左手を交互に使用する｡

譜例29のPの部分では,ペダルをたっぷり使用する例が多いのだが,筆者はハーフペダルで演奏

する｡その方が,弦をほじくような独特の音色がして面白い｡ 24ページと25ページは基本的にPで

弾く｡音量が出過ぎないように注意する｡これがまた難しい｡
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譜例29

語例30では少しテンポを遅くして,たっぷり歌う｡短二度の不協和音の響きが実に効果的である｡

不協和音なのだが,全くそうは聞こえないどころか,メランコリックな響きを作り出しているのは

不思議である｡これを確実に響かせることが大切である｡
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譜例30

中間部では一転して柔らかい響きとなる｡ (語例31)ここは左ペダルを底まで踏み込んで,タッ

チもレガートで弾く｡右ペダルもたっぷり踏む｡万華鏡のようなさまざまな彩織りなす所である｡

しばらくは,軽いタッチで弾く所と柔らかく弾く所が交互に現れる｡その違いをはっきり弾き分け

ることが大切である｡
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譜例31

語例32も次のように右手と左手を入れ換える｡
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譜例32

語例33からは徐々に盛り上がっていく所で,最初は左ペダルを踏んでできる限り弱く始める｡そ

して上の旋律に手の重心を置いて,浮き立たせる｡
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譜例33

最後は右手と左手を交互に弾く和音の連打で盛り上がり,華々しく終わる｡ (譜例34)この時,

腕はできる限り楽にして自然な落下運動を利用して弾く｡和音の一番上の音に少し手の重心をかけ,

鋭い音になるようにする｡
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譜例34

この曲は軽快なリズムが大切である｡そして全体的に鋭く明るい音で,突き離すようなタッチで

弾くのが良い｡指の力を上方向に逃がしながら弾くのがこつである｡決してドスドス弾いてはなら

ない｡クリアーな音で弾くのである｡そういう意味では,大変な難曲と言える｡

ま　と　め

これまで一曲一曲の演奏上の問題点について考察してきたが,文章ですべてを表現するのは非常

に困難である｡実際にピアノを弾いて説明できないのが残念だが,ここでは重要なポイントは述べ
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たつもりである｡筆者はこの曲をすでに10年以上弾いているが,実際に演奏してみるとテクニック

的にはタッチやペダリングが非常に難しく,またいろいろな可能性もあるので,取捨選択の難しさ

もあり,まだまだ新しい発見がある｡ 6年前に演奏した時の録音を今聞いていると,全体的に少し

急ぎ過ぎの感があり,音楽が外向すぎる傾向にあった｡お墓に供える小さいな可憐な花のように,

清廉でデリケートな演奏を心がけねばならない｡現在は,常にクリアーな響きと古典的で内面的な

美しきを引き出すことを研究している｡その中に秘められたフランス風のエスプリ,酒落っけをい

かに表現するか,独特の息づかいをどう表現するか,まだまだこれから新たな勉強を続けなければ

ならないと感じているところである｡
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